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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、イギリス近代哲学研究を大きな主題としてヒューム哲学成立史の
解明に取り組んだ。まずヒューム道徳哲学を認識論と整合的に理解する仕方で再解釈することから出発し、ヒュ
ーム道徳哲学の学説史的背景としての大陸およびイギリス合理論、そして道徳感覚学派とヒュームの理論の関係
を内在的に検討した。合理論との関連では、スピノザおよびサムエル・クラークとヒュームの関係を解明し、ま
た道徳感覚学説との関連では、これまで比較的論じられることの少なかったジョゼフ・バトラーの理論とヒュー
ムの関係を解明した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I studied the formation of David Hume’s 
philosophy in the larger context of modern British philosophy. I started by presenting a consistent 
reading of his epistemology and moral theory. Then, I examined the relationship between continental 
rationalism and its possible adaptation in Hume’s philosophical system. In particular, I argued an 
intimate connection, as well as difference, between Hume and Spinoza. Regarding the sentimentalist 
aspect of Hume’s moral philosophy, I illuminated the hitherto rather neglected relation between 
Hume and Joseph Butler. 

研究分野： デーヴィッド・ヒュームを中心とする近代イギリス哲学

キーワード： ヒューム　近代哲学　イギリス経験論　道徳感覚　認識論　道徳哲学　ジョゼフ・バトラー　スピノザ
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１．研究開始当初の背景 
（１） 本研究課題の発想は、研究代表者が
行った科研研究「デーヴィッド・ヒュームに
潜む目的論の研究:近代哲学の再構築に向け
て」課題番号（18520028）によって得られた
ものである。当該研究ではヒュームの主張
『人間本性（自然）論』に内在的な仕方で、
認識論相互の関連及び、認識論と道徳論の関
連を綿密に論じた。その過程において、ヒュ
ーム哲学がデカルト以降の大陸合理論およ
びそれを受けて成立したホッブズ、ロック以
降のイギリス理性主義がヒューム道徳哲学
の成立に重要な影響を及ぼしていることが
明らかになった。そこで、ヒューム哲学成立
史を自然哲学が道徳哲学へと発展した過程
として捉えなおすことが課題となった。 
 
（２）哲学理論的観点に関しては、ヒューム
哲学では「自然」概念が道徳の基礎づけに大
きな意味を持つが、ヒュームの自然概念は独
自のものであり、大陸合理論及びイギリス理
性主義における自然概念とヒューム道徳論
における自然概念と連続性のありかたとと
もに、それらの断絶の根拠を解明することが
ヒューム研究を進展させるうえでの新しい
課題となった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究はデーヴィッド・ヒュームの道
徳哲学成立史の解明を主な主題とし、イギリ
ス経験論と大陸合理論の関係、およびイギリ
ス哲学における理性主義と感性論の関係を
解明しようとするものである。 
 
（２）自然と道徳との関係をめぐってヒュー
ムに大きな影響を与えた近代哲学者とヒュ
ームの関係を解明することを目的とした。と
りわけスピノザの合理論は、ヒューム自身が
自身の哲学を理解するために参照すべき理
論と明示している。また自然概念を体系の中
心としている点で共通性がみられることか
らヒューム哲学成立にとって特別な意味を
持つ。本研究では、ヒュームと大陸合理論の
関係の解明のために、ヒュームとスピノザの
比較研究を行う。 
 
（３）ヒュームの道徳理論は道徳感覚学説と
称されるグループに属している。しかしヒュ
ームの独自性は、イギリス道徳感覚学説の創
始者であり、また代表的な理論化であるフラ
ンシス・ハチソンの理論とは大きく異なって
いる。本研究課題はヒュームがハチソンから
強い影響を受けながらも、ハチソンの理論を
批判する方向に進んだ内在的な理由の探究
を目的とする。そのために重要な同時代の哲
学者としてジョゼフ・バトラーの道徳論及び
自然神学論に注目し、バトラーによるイギリ
ス合理主義哲学への批判を検討することで
ヒュームへの影響を考察する。 
 

（３）ヒュームとヒュームに先行する合理主
義及び経験主義の理論との関係をとらえ直
すことにより、ヒューム哲学の重要課題で 
自由と必然をめぐる理論を再解釈する。 
 
３．研究の方法 
（１）ヒューム哲学に対する歴史的アプロー
チを採用し、ヒュームに影響を及ぼしたと思
われる重要な哲学者の原典テキストを精緻
に解読し、またそれらの読解に重要な示唆を
与えると思われる二次文献をできる限り広
く参照する。 
 
（２）ヒューム研究をリードする国内、国外
の優れた研究者を招聘し知識提供を得ると
ともに、セミナーや研究会を開催し示唆を得
る。ヒューム研究は時代的にも主題的にも広
範な領域にわたるため、隣接分野の専門家と
の研究交流につとめ、議論を深めまた新たな
着想のヒントを得る。特に隣接分野として、
スピノザ、ロック、バークリの研究者との研
究交流を深めるだけでなく、歴史学、社会思
想史、キリスト教神学の専門家との交流を持
つ。 
 
（３）個別的な研究成果が得られた段階で国
内国外の研究会において成果を発表し、また
それを論文としてまとめて公刊する。 
 
４．研究成果 
（１） 本研究課題によって、これまで十分
に論じられてこなかったヒュームと先行哲
学者の関係についての論文及びヒューム哲
学に内在する哲学的主題について国際誌に
掲載された論文を含め主要なものとして七
本を公刊することができた。またそのための
母体ともなる学会発表として三回の海外で
の発表を含め十五回の発表を行うことがで
きた。これによって本研究課題の成果を広く
発信することができたと考えられる。 
 
（２）本研究課題では、ヒュームの主著にお
ける認識論と道徳論の一貫的解釈を、「一般
的観点」という中心概念に即して提示する単
著を刊行した。同書において私は、ヒューム
の認識論が道徳論の基礎付けとしての意義
を有していることを明確にした。 
 
（３）自由と必然をめぐる哲学史上の最大の
主題に関して、従来ヒュームは因果的決定論
と道徳行為の自由の両立主義者であると見
なされてきたが、ヒュームの決定論は、自由
の認識と一致する社会的立場からの蓋然性
の理論であることを主張した。 
 
（４）大陸合理論との関連においては、スピ
ノザの自然主義との関係に着目し、スピノザ
の感性的認識とヒュームの連合主義との類
似点を指摘した。そしてスピノザからのヒュ
ームへの影響が、スピノザの哲学とヒューム



の哲学の体系的対称性に認められることを
主張した。この主題に関しては、二度の講演
と二本の論文によって、合理主義と経験論の
比較研究に関する問題提起を行った。 
 
（５）ヒューム哲学がロックのイギリス理性
主義の影響を受けながら理性主義を批判す
る立場に転じた背景として、従来シャフツベ
リとハチソンの影響が指摘されてきた。しか
しヒュームの道徳感情論は道徳感情の実在
性を根拠にするのではなく、むしろ感性の自
然な形成に基づいている。これがヒュームの
経験主義であり、この立場に重要な影響を与
えたのはジョゼフ・バトラーによるサムエ
ル・クラークの理性主義への批判であること
を明らかにした。 
 
（６）バトラーの主著を検討し、特に「人間
本性」概念についての議論をヒュームの同概
念と比較検討した。ヒュームがホッブズの利
己主義を克服する契機をバトラーによるホ
ッブズ批判に見出していること、また人間本
性と道徳規範の連続性を習慣の概念に求め
る発想をバトラーから得ていたことを論証
することができた。 
 
（７）バトラーからヒュームへの影響は道徳
論にとどまるのではなく、因果論を中心とす
る認識論にも及んでいることを、バトラーの
宗教論を検討することによって明らかにす
ることができた。ヒューム哲学の中心概念で
ある蓋然性がバトラーの理論に由来するこ
とを論証した。またこれまで世界的にも注目
されていなかったバトラーとクラークの初
期書簡集を検討することで、バトラーの実験
的方法がクラークの自然宗教への批判に由
来することを解明した。とりわけヒューム哲
学の中心原理の一つをなす「思惟可能性原
理」がバトラーのクラーク批判に由来するこ
とを論証することができた。これらの新学説
を国内の講演会及び、国際会議で発表し、成
果を学会誌に論文として公刊した。 
 
（８）当初予期していなかった新たな知見と
して、ヒュームの自然宗教論とバトラーの初
期書簡集の関連を発見することができた。こ
の発見に基づいてヒューム宗教論解釈上の
最大の難問とされる問題についての新学説
を提示し、それを国際会議で発表した。その
論文はインパクトのある国際誌に掲載され
ることになった。この成果は今後のヒューム
研究だけでなく、18 世紀啓蒙思想における神
学と哲学の関係に関しても新しい視点を提
示する可能性がある。 
 
（９）全研究期間を通して、隣接分野の優れ
た専門家を招聘して毎年中小規模の研究会
を開催することができた。これによって研究
者間の連携が図られ、また若い世代の研究者
たちに研究上の機会を提起することができ

た。 
 
（１０）研究最終年度には所属研究機関での
研究休暇制度を利用し、米国プリンストン神
学大学院スコットランド哲学研究所におい
て研究をおこなった。その研究によってヒュ
ームのキリスト教神学の背景の理解が深ま
り、次の発展的研究課題を得ることができた。
また世界各国から集う国際会議で括題する
ことで、世界の研究者とのネットワークを築
くことができた。 
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